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○第1回アジアのエネルギー消費 と地球環境に関す る調査研究会(安藤委員長 《中
央大学教授》他9名)を3月29日に開催 した。
本調査研究会では、地球規模の環境問題にっいては、アジア地域が要にな ること
か ら、当地域の地球環境を考慮 したエネルギー消費構造(今後の見通 しを含む)
の実態把握を行 うとともに、地球環境 に関する今後の課題 について検討 しよう
とするものである。今回は、本調査の進め方にっいて議論を行 った。
○第1回新材料の開発利用 とその影響に関す る研究会(明石委員長 《東京理科大学
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教授 》他14名)を3月30日に開催 した。
本研 究会 では 、科学技 術 の発展 が、資 源問題 を始 め 、その社 会 へ与 え る影 響が 大
きい こ とか ら、そ の発展 のた めの開発 は社 会へ のか かわ りにっ いて充分 配意 さ
れ た もので なけれ ばな らな い とい う認識 の もと、新 材料 開発 と資源 利用 との関
連 を軸 と して 考察 し、この問題 にっ いて検 討す る ことと して い る。
今 回 は、今後 の調査 研究 の進 め方 につ いて基本 的事 項 の議論 を行 った。
OSTSC研 究 会(ScienceTechnologySocietyCommunication)の第3回会 合が3
月17臥 当研究 所 にお いて開催 され 、科学 技術 と社 会 の調和 の問題 を どの よ うな
切 口で取 り上 げ、検 討 を進 めて い くか にっ き活 発 な議論 が行 われ た。
○第2回 国際 コンフ ァ レンスプmグ ラム企 画委 員会 が3月31日に開催 され、◎£CDのT
EP(ScienceTechnologyEconomySocietyPr◎graff1me)の東京 会 合 の概 要 、及 び
本 国 際 コ ンフ ァレ ンス との関係 等 に関 して の検討 を行 った。
◎ 外 国 人 研 究 者 の 招 聴/lnvi乞ati◎nofForeigftResearchers
科学 技術 振興調 整費 個別 重要国 際共 同研究 「研究 開発 活動 の構 造的 特徴 に関 す
る 日米比較 研究 」の一 環 と して 、
03月21日か ら4月5臼まで 、米 国 オ クラホ マ大 学 のDonE.Kash教授 を招聰 し、滞 在
中 に、当研 究所 において 「科学技 術政 策研究 」に関す る講演 、オ クラホマ 大学 と当
研 究所 の研究 協力 の打 合せ な どを行 った。
03月24日か ら3月31日まで、米 国MITのRicharddeNeufville教授 を招聰 し、滞 在
期 間 中に、当研究所 において 「技 術 の り一 ダー シ ップ と して の政策 」及 び 「米 国 に
お ける技術政 策 プ ログラム」に関す る講 演、科 学技 術会 議議員 との意見 交換 な ど
を行 った。
バM祈 ＼
◎ 主 要 来 訪 者 一 覧/ForeignVisitorstoNISTEP
3/7(火)Dr.J.MiUer(米国 北 イ リノ イ 大 学)




◎政 策研第2回顧 問 会議開 催/2ndMeetinofNISTEPAdvisers
去 る3月27日(月)16時30分より、永田町合同庁舎共用会議室において、第2回顧問
会議が開催 された。 当 日は、山下勇氏をはじめ5名の顧問の先生方に加え、本庁 よ





についてそれぞれ説明を行 った後、意見交換を行 った。 顧問各氏か らは、
・科学技術関係の国際比較においては、質的側面を考慮する必要があり、例えば、
技術聞の立体的連関をとらえることが重要。
・科学技術の進歩 と行政制度の関係が今後 ます ます問題 となると思われること
か ら、客観的な立場か らケーススタデ ィを行 ってはどうか。
・米国で見 られ る技術水準の低下は、日本で も近い将来生起する可能性があ る。
政策研において、理工系人材の問題など個 々の取 り組みを総合化 し、将来に向
けての警告及び総合的な方策を提示するとい う形で出 していけば対外的にも
アピールするのではないか。
・現在我が国において ソフ トウェア技術者の不足が叫ばれて いるが、ハー ド面





◎ セ ミth-一の 開 催/Seぬnar
日本 社 会 に お け るエ クセ ル ギ ー転 換 に っ い て の セ ミナ ー を 、ス ウ ェ ー デ ンCha1-
mers工科 大 学 研 究 助 手G◎rank'ail氏を 招 き3月23日 に 開 催 した。
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これは、このようなプログラムが多 くの不確実な技徳的要素 とそれ にともなう
莫大な研究開発費用を必要 とするためである。
本研究では、国家プログラムの発展過程を評価・分析す るために、プ ログラム




このデータを用い、分析の手法と しては、情報理論等で使 われているエ ントロ ピ





らっ きをもって分散 しているか とい うことが、このエン トロピーによって知 るこ
とが出来 る。 例えば多 くの産業が宇宙開発 に対 して研究開発を行 っていればエ
ン トロピーは、高 くなり、ある特定の産業 しか行 って いない場合 は低 くなる。
この ことは、研究開発がどの様な産業に集中 しているかとい うような産業集中
度をみ ることがで きるし、また、エ ン トロピー本来の性格か ら、このプ ログラムの
不確実性をみることができると考え られる。
本編では日本の宇宙開発プログラムについて、これ らの産業集中度あるいは不
確実性 とこのプログラムの歴史的発展過程 との関係について分析を試み る。
わが国の宇宙開発は、1960年の総理府への宇宙開発審議会設置を起点 としてい






設立 で あろ う。 それ 以降 の宇宙 開発関 連予 算 は、急速 に増加 して お り、これ らの
予 算 の大部分(85%以上)はNASDAへ支 出 され た。
従 って、国家 プ ログラム と して の宇 宙 開発 の歴史 的発展 過程 を見 よ うとす る場
合 、MSDAの活動 を 見 る ことが適 当で あ る と考 え られ る。
国家 プ ログラム と して の宇宙 開発 プ ログ ラムは、以 下 に示す よ うな計 画 に分 け
る ことが 出来 る。
N-1計 画
N--1ロケ ッ ト及 びN--1ロケ ッ トを利 用 した各種人 工衛 星開 発計 画
GMS"CS◆BS計 画
米国 に打 ち上 げを依頼 した気 象 ・通 信 ・放 送衛 星 の開発 計画
N－ 獲計画
N-Hロ ケ ッ ト及 びN-9mケ ッ トを利 用 した各 種人 工衛 星開 発計 画
H-1計 画
1{-1ロケ ッ ト及 びH-1ロケ ッ トを利用 した各 種人 工衛 星開 発計 画
ll--H計画
}1一狸ロケ ッ ト及 びH-llロケ ッ トを 利用 した各 種人工 衛星 開発 計 画
宇 宙基 地計 画
米 国の スペ ース シャ トル等 を利 用 した材料 実験 及 び宇宙 ス テー シ ョン計
画 に参加 す るため の システ ム開 発等 、宇宙環 境利 用 の総合 開発 計画









N-1ロ ケ ッ ト開発 開始
N-IUケ ッ ト運用 開始
N--Hロケ ッ ト開発 開始
N-IIIUケッ ト運 用 開始
H-1ロ ケ ッ ト開 発開始
N-1ロ ケ ッ ト運 用終 了
H-Hロ ケ ッ ト開 発開始 及 びH-1ロ ケ ッ ト運用 開始
N－ 且ロケ ッ ト運用 終了
このようなわが国の宇宙開発計画の歴史的発展過程を念頭に置 き、エ ン トロピ
ー5一
一の変 化(FIG-1)を眺 めてみ ると次 の よ うな ことが考 え られ る。
まず 、エ ン トロ ピーの変化 は、大 き く2っの期 間 に分 け る ことがで きる。
一 つは1969年か ら1973年まで の期 間(前期)、もう一 つ は、1973年か ら1987年まで
の期 間(後期)であ る。 前期 に特 徴 的な ことは、急 激 なエ ン トロ ピーの減少 で あ り、
これ はわ が国 の宇宙 開発 の特殊性 を示 す もので あ る。
っ ま りわが 国 は、宇 宙 開発計 画 の初 期 にお いて 自主 開発 か ら技術 導入 とい う方'
針 の変 更を行 ったため に、この よ うな変化 が現 れて い る と考 え られ る。
後期 にっ いて エ ン トロ ピーの変 化を眺 めて み る と、全 体 と して 緩 やか に減少 し
なが ら増 減 を繰 り返 して いる。 これ は、米 国 において 成熟 した技 術 の導入 で あ
るため全体 の傾 向 と して の技 術 的不確 実性 の減少 は緩 やか な もの とな って いる。
しか しなが らロケ ッ トの打上 げ等 、運 用 の場所 の違 い によ る様 々な不確 実要 因
が小 さな変 化 を生 じさせ てい る もの と考 え られ る。
例 え ば、19惣年か ら1975年にか けて の エ ン トrsピー の増 加 は、わ が国初 の静 止衛
星 を打上 げたN-Imケ ッ トの運用 開始時 期 と、また、1979年か ら198◎年 にか けて
の増加 は、わが国 初の実用 衛星 を打上 げたN-9ロ ケ ッ トの運 用 が開始 され た時
期 と重 な ってい る。
叉メ
本研究では、以上のよ うな技術的不確実性 と歴史的発展過程 との関係をエ ン ト
ロピーという概念を導入 して分析を試みるものであり、今後 さらに定量的な分析、




















































































































































3.来所 講 演 概 要/SummaryoftheLectureatNISTEP
「 日 本 人 の 自 然 観 」
梅原 猛 国際日本文化研究セ ンター所長(2月17日、於当研究所)
最近、 日本人というものを研究す るときに、戦後ず っと支配的だった日本人論
とはちょっと違って、従来にない見地が出て きま した。 これ まで 「日本は農民を
中心 と した単一民族 ・単一国家だ」と考え られて きました。それに対 し、最近は
「日本は決 して単一民族ではな く、同時に、日本は農業 国家の色彩が強いが、必
ず しも農業国家 として説明できない要素を十分に持 っている」 という考え方が出
てきたのです。
日本に、米に代表 され る弥生文化が入 って きたのは今か ら2300年 前で、そ
れか ら600年 の間に日本は農業国家にな りま した。水が豊かで気温が高いとい
う稲作の条件が 日本 に合 っていたため、それ以来、日本は農業国です。 しか し、
日本の文化を農業単一論で見るだけでは、つ まり2300年 とい う伝統だけで は
不十分なのです。そ して、その前 に大変古い、 しか も大変発達 し、精神的にも恐
らく高か ったろうと思われ る文明があったということがわか って きました。
日本には長い旧石器時代があり、20万 年程前の石器が出てきます。 その頃か
ら日本人は このH本 列島にいたということになりますが、それが、今か ら約1万
200◎ 年租前に土器を作 り出 しています。土器を作 るということは、狩猟採集
生活で もかなり発展 した段階を示すわけで、日本列島のいたる所か ら、想像 もで
きないような古い土器が出てきます。
その縄文時代 において、今か ら5～6⑪00年 前に、生産力の飛躍的発展があ
ったのだろ うと思われます。その頃か ら素晴 らしく芸術的な土器が出てきます。
また、4～50◎0年 前か ら精巧な船を造 る技術を持 っていました。 現在の漁労
の技術は、すでにこの頃開拓 された ものと言 って も良いほどです。干物 とか薫製
などの食べ物 もその頃に出ていたのではないか という説 もあります・そ うします






日本の文化にとって、農業 とい うのは もちろん大 きな柱ですが、 もう一本、狩
猟採集文化という柱があるというわけです。 もう一本の柱は、農業文化の陰 に隠
れてあまり見えませんで した。その隠れた柱が大事 なのではないか ということに
なってきたわけです。
稲作農業の上に弥生時代 ・古墳時代が過 ぎ去 り、飛鳥 ・奈良時代の律令の時代
にな ります。その律令制度の基本は農民にありましたが、 「農民以外の力が非常
に強 く働いているのではないか」とい う説が歴史学の中 に出て きま した。では、
そのカは何か と言います と、それは山民 ・漁民 といった人 たちの力で、中世の鎌
倉時 代や南北朝 ・室町の時代に、それまで抑えつけられて いた力が表面に出て き
た、つまり、歴史を動かす原動力になっているのではないかというのが新 しい歴
史観です。
そこで、"自然観"とい うことを考えるのに、農民 とその上 に立 ち米の経済に依
存 している貴族だけでな く、隠れてはいるが伝統が古 く、地下水のように古代 ・
中世を貫いて ときどき噴出 して くる狩猟民の世界を考え ることが大事ではないか
とい うことです。それでは、狩猟民の自然観とは何か、縄文時代の自然観とは何
か。それを明 らかにするには、縄文時代の考え方が残 っているよ うな人たちの考
え方を参考 に しなければなりません。それは、長い間稲作が普及 しなか った場所
の人達で、北においてはアイヌ、南では沖縄の人達が縄文文化を古 くまで もち続
けた人だ と思われます。
アイヌには、 「あ らゆる動 ・植物 は本来人間と同 じようなものだ」 という考え
方があり、あの世では人間のよ うな形を して住んでいると考え られていました。
例えばアイヌの"熊送 り"を考えてみます。熊はマナプ ト(客人)であ り、この世に
現れるときはハクヤベ(仮装)して ミヤ ンゲ("身をあげる"の意で土産の こと)を持
ってや って来た。だか ら熊をつかまえると、かわいがって育て、秋の身のおい し
くなる頃に熊を殺 して身をいただいて、魂をあの世に送 るのです。言 い換え ると、
「熊 というのは、 もともと身を提供す ることによって魂 をあの世 に送 られ る者 と
して この世にやって来 た」 というわけです。
あの世に行 った熊が、「人間にものす ごく大切にされて大変 よかった」と話す と、
それを聞いた他の熊たちが 「じゃ、俺 も来年行 くか!」ということになって、来年
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は熊がた くさん獲れるというわけです。
また、アイヌは、樹木 に して も、着物を作 るときは木 を切 らず に皮だけを半分
はぎ、跡を丁寧に手当 します。家を建てるためにどうして も木が必要な ときには、
「またす ぐこの世に もどってこれ るように」 と樹木の神 シア ンパ カイムに祈 って、
その魂をあの世に届けるとい うやり方を します。
要するに、自然を破壊す ることは、本来あ ってはな らない ことですが、人間が
生きてい く限 りはそれを しなければな らず、そのために祭 りを して循環を可能に
するわけです。 これは考えてみれば大変健全な自然観 と言え、自然の破壊を最小
限度にとどめ、循環を可能 にす るため、精神的に循環 とい うものを大事 にす る祭
りを したと考え られます。 その狩猟採集時代の世界観は合理的だ ったと思 うので






方が一番強いように思います。それは、"森林は無限に耕地 に転化で きる解とい う
思想を基に して展開 されているか らです。それに比べ、稲作は水の豊富な所でな
ければならないので低いところで しかで きず、平野地帯だけ耕 されま した。 日本
において稲作が広がる段階で、縄文時代か ら神様のいる場所や、やんごとない神
聖な場所は森 として残 りま した。
日本の庭にっいて考えてみます と、それは、中国や ヨーロッパなどの庭 とは全




を歌 った詩で、政治家が思いを述べた述懐の詩で した。それが 日本に入 って きて、
古事記や万葉集がで きました。万葉集の初めのほ うは政治的な述懐 と言えますが、







集になると、 もう政治的述懐 などはなくな ります。 このように日本では自然の歌
が中心 となったわけですが、、これ も小麦農業ではない、縄文文化 を基底に し農耕
文明を採用 した国だか らだ と言え ます。
その歌が民衆の中にも反映 し、最終的には俳句に落ち着 きました。俳句 には季
語があり、たった17文 字の中に春 ・夏 ・秋 ・冬の季があ るわけで、それは自然
の循環の大 きな考え方 と言えます。 自然の部分を鋭 くとらえて大 きな自然の循環
を歌 ったわけです。
そのよ うに考えて くると、 日本の自然を今 どう考えるか とい う問題にぶっか り
ます。 もう一度、大 いなる循環の体系と して 自然をとらえると、ただ古今集的に
自然 に親 しむ ということでは、農民の生活の上 にあぐらをかいていた貴族の自然
観 ということになります。本質的に、長い間狩猟採集で来ていた人間の自然観は
もっと厳 しく、自然は循環す るものであり、人聞に して も動物で も植物で も個人
の生命はすべて死に、それは種 として生 き返 って くるとい う考え方です。
私は、この考え方を もう一ぺん呼び戻 さなければな らない と思 うのです。小麦
生産を基 にした自然観 は、どうして も自然を支配す る考え方 とな る危険があり、
循環を大事だ とする自然観 に戻 さないといけないと思 います。今の工業文明は ヨ
ー ロッパの小麦文明の上に立ってお り、それは自然支配の文明ですか ら、それで
行 くと自然は破壊されて人類は死滅す るよりしかたがないのです。
ですか ら、 もう一度循環 という考え方に戻 り、その中に科学技術を生か して い
く、言い換えると、循環を可能にするような科学技術を考えるわけです。人間は
文明生活を しますので、いろいろ消費 しますが、一番大事なことは"循環"で、そ
れは1万 年にわたる狩猟生活か ら生まれた人類の大 きな知恵 と言え ます。
(本稿は、ページ数の都合上、講演の骨子を当所 にてまとめたものです。




○客員研究官 として、オーラン ド・カマーゴ氏が3月末 まで研究業務に参画 した。
カマーゴ氏は、ロチェスター工科大学(米国ニ ューヨーク州)を卒業 した後、筑波
大学大学院にて経営政策研究科修士号を取得。
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